
金抜き帳票で諸雑費の対象情報を表示するよう変更 

 
１ 改定概要 
   令和８年 10 月以降に公告または指名通知する工事及び委託の設計書において、「単価表」

及び「一式内訳書」帳票の摘要欄に「諸雑費がどの単価を対象としているか」が分かる記載
を追加します。 

 
2 改定前 
 【単価表（金抜き）】 

 
 
 
３ 改定後 
 【単価表（金抜き）】 

どの単価が諸雑費の対象となっ

ているか確認できるように改定。 

（諸雑費率は入力データリスト

に記載） 

諸雑費率の対象単価が不明であ

るため、摘要欄に「労務費の〇%」

などと記載していた。 

 



４ 帳票の確認方法 

    
 

（補足）見方 
   ・前括弧の欄に記載している数字がその諸雑費の認識番号。 
   ・後括弧の欄に数字（認識番号）が書いてあれば、その数字が前括弧に書いてある諸雑費

の対象となる。 
   ・後括弧の認識番号は順不同。 
  （例）労務費 A の場合 

後括弧に「1」「3」が記載されているため、 
前括弧が「1」の諸雑費➀と、前括弧が「3」の諸雑費➂の対象になっている。 
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この場合 

 

➀の対象はＡ・Ｂ        

②の対象はＣ・Ｄ 

③の対象はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 
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後括弧 


